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市政だより

昭和55年 1月15白地885

人口の動き

12月 1日現在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 5.2 6 9 + 37 
3 1.4 4 3 斗 14
3 3.8 2 6 + 23 
1 8.6 0 6 + 53 
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新春をかざり
新春をかざる恒例の消防出初式が1月8日、市民会

館で行われま した n

式典終了後、百三城町通りでは日の丸の小旗を持っ

たちびっ子達の激励をうけ、 約700人の団員さんが堂

々と分列行進、また、金丸橋付近では勇壮にIfuJ<.iHl締消防出初式
を行い、出初式を無事終了しました。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州円版株式会社
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消

防

出

初

式

りおおむ

功

労(
敬
称
略
)

市政だより

長
崎
県
知
事
表
彰

(
釆
年
勤
続
功
労
章
)

中
嶋
辰
貫
、
田
中
賞
、
福
島
治
男

田
中
英
信
、
森
頼
、
井
上
修
一
郎
亀

平
原
邦
夫
、
池
田
卯
て
福
田
勲

今
山
清
美
、
南
善
継
、
井
上
一
郎

福
田
昭
義

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

-(
特
別
有
功
章
)

福
嶋
房
利
、
川
村
勝
信
、
渡
瀬
五

男
、
一
瀬
近
義
、
井
石
達
雄
、
福

出和55年1月15日
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者

表
五三F
早会

を?
井
源
八
、
染
石
義
人
、
田
添
良
町

大
汐
正
、
井
上
信
義
、
中
尾
一
知

(
有
功
章
)

山
口
忠
義
、
吉
田
光
治
、
三
根
増

美
.
米
次
忠
雄
、
俵
崎
満
徳
、
藤

崎
信
秀
、
田
中
暢
男
.
森
武
満
、

細
川
千
年
、
半
石
広
輝
、
永
田
正

利
、
小
川
正
美
、
松
尾
菊
次
、
永

田
安
夫(
三
十
年
精
続
章
)

山
口
秀
夫
、
長
津
秀
幸
、
福
嶋
房

利、

津
田
義
己
、
岩
永
利
雄

一

力

l
ブ

ミ

ラ

ー

を

寄

贈

一

一

大

村

市

農

協

・

松

原

農

協

一

一
長
崎
県
共
済
農
業
協
同
組
合
か
ら
一
二
十
八
基
、
松
原
農
協
か
一

一
連
合
会
で
は
、
自
動
車
損
害
賠
ら
九
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
一

一
償
責
任
共
済
事
業
に
伴
う
交
通
市
民
の
交
通
安
全
に
役
立
つ
一

↑
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
県
ょ
う
危
険
な
所
に
設
置
す
る
よ
一

一
下
の
市
町
村
に
対
し
カ
l
ブ

ミ

う

に

し

て

い

ま

す

。

ん

…
ラ
ー
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
-

一

本

市

に

対

し

て

も

大

村

市

農

協

一

※ 

(
二
十
年
精
続
章
)

岩
松
静
人
、
中
里
強
、
塩
谷
基
記

福
田
勇
雄
、
立
田
護
、
神
近
明
嗣

米
次
忠
雄
、
山
田
拓
、
田
中
暢
男

森
武
満
、
細
川
千
年
、

平
石
広
輝

永
田
正
利
、
小
川
正
美
、
松
尾
紺

次
、
永
田
安
夫

長
崎
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

(
宙
開
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

市
長
表
彰

(
四
十
年
勤
続
章
)

井
本
文
夫

(
三
+
五
年
勤
続
章
〉

小
野
重
美
、
中
尾
一

知
、
竹
末
恒

義

(
三
十
年
勤
続
章
)

山
口
秀
犬
、
長
津
秀
卒
、
福
嶋
房

利
、
津
田
義
己
、
岩
永
利
雄

大
塚
幸
人
、
山
道
武
雄
、
山
口
土

男
、
川
口
栄
、

竹
村
勇
、
尾
上
五

郎
、
開
豆
、
野
日
保
俊
、
田
平
侍

岩
崎
照
て

馬
場
信
義
、
小
早
川

勝
義
、
平
松
稔
、
溝
上
秀
人
、
溝

口
国
雄
、
山
ド
纏
、

才
木
博
信
、

岳
田
達
雄
、
井
上
一

郎
、
梶
原
悟

梶
原
義
昭

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

(
二
十
五
年
勤
続
章
)

中
嶋
辰
賞
、
田
中
賀

福
島
治
男
、
田
中
英

信
、
森
頼
‘
・

井
上
修

一
郎
、
平
原
邦
夫
、

池
田
卯
一
、

福
田
勲

今
山
清
美
、
南
革
口融

弁
ヒ

一
郎
、
福
田
昭

、
苦
(
十
五
年
勤
続
章
)

山
口
忠
義
、
I
H

田
光

治
、
山
口
隆

一郎、

促
原
茂
、
小
林
繁
、

泉
川
重
治
、
高
尾
稔

松
添
雅
旬
、
福
田
常

明
、
政
勝
美
、
松
内
正
人
、
中
尾

繁
利
、
植
木
正
和
、
大
戸
久
雄
、

松
尾
義
人
、
松
尾
正
昭
、
浅
井
弘

見
、
一
ノ
瀬
和
信
、
山
口
宜
目峰
、

桂
田
紀
雄
、
平
出
初
良
、
藤
崎
い
い

づ~市
長
感
謝
状

(
日
間
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

ま

大
塚
幸
人
、
山
道
武
雄
、
山
口
土

男
、
田
口
栄
、
竹
村
勇
、
尾
上
五

郎、

開
百
一
、
野
岳
保
俊
、
田
平
侍

岩
崎
照
一
、

馬
場
信
義
、
小
早
川

勝
義
、
平
松
稔
、
溝
上
秀
人
、
溝

口
国
雄
、
山
下
纏
、

梶
原
義
昭、

才
木
博
信
、

岳
田
達
雄
、
井
上
一

郎
、
促
原
料

(
無
火
災
分
団
表
彰
)

第
九
分
団
、

第
十
一
分
間
、
第
十

五
分
間

消
防
団
長
表
彰

(
優
良
消
防
団
員
)

川
村
勝
信
、

中
嶋
実
、
三
根
増
美

松
本
々
樹
、
中
的
毅
弘
、
富
永
義

昭
、
小
林
繁
、
中
山
丑
美
、
炉
本

唱
児
、
山
本
正
川
、
峰
崎
健
一

、

喜
多
明、

宮
原
栄
二
、
岡
山
政
弘

回
添
良
民
、
田
添
利
弘
、
松
尾
義

卒
、
緒
方
真
俊
、
大
浦
ハ介
、
野
田

善
則
、
山
下
俊
忠
、
山
口
数
義
、

福
地
県
、
浦
田
監
芳
、
清
水
和
文

谷
野
泉
、
朝
長
嘉
裕
、
西
川
正
人

消
防
団
長
感
謝
状

(
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

大
塚
幸
人
、
山
道
武
雄
、
山
口
土

男
、
田
口
栄
、

竹
村
勇
、
尾
上
五

郎
、
開
一回一
、
野
岳
保
俊
、
田
平山崎

岩
崎
照
て

馬
場
信
義
、
小
草
川

勝
義
、
平
松
稔
、
溝
上
秀
人
、
溝

口
国
雄
、
山
下
纏

虻

原

義

昭、

才
木
博

U
.
岳
田
達
雄
、
川
副
山

一
郎
、
西
村
山

て

林
田
山
(
三、

永
田
中
心I
H
、
白
岩
陥
組
、
前
田
登

山品田
正
美
、
井
上
一
郎
、
促
原
悟

…

公

聴

会

を

開

催

一

ガ
ス
料
金
値
上
げ
に
つ
い
て

十
二
月
十
七
日
付
で
九
州
ガ
ス

場
所

泌
単
市
民
セ
ン
タ
ー

(
小説

(
株
)
か
ら
申
請
さ
れ
た
ガ
ス
料
早
市
東
小
路
町
)

金
値
上
げ
に
関
す
る
公
総
会
を
開

公
述
・
傍
聴
希
望
者
申
込
先

似
し
ま
す
。

福
岡
通
産
局
公
託
事
業
課
(
出

公
恥
会
で
意
見
を
述
べ

た
い
方

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目

ま
た
、
傍
聴
希
望
お
は
往
復
は
が

一

一

ー

一

)

き
で
一
月
二
十
万
.
リ
ま
で
に
お
申
山
・
年
し
く
は
福
岡
通
産
局
公
託
事

込

み

下

さ

い

。

業

課

(

鎗

福

岡

四

三

一
t
一
三

日
時

二
月
五
日
、
午
前
ト
時
か

O
一
)
へ

'り

に
は
飲
ま
せ
な
い
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下
水
道

1世界農林業 1 

しセンサスにご協力をJ

実施日月2 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
二
月
一
日

を
期
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

セ
ジ
サ
ス
と
は
、
全
数
調
査
で

国
勢
調
査
と
も
い
わ
れ
、
今
回
の

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
西
日
本
で
経

住
み
よ
い
町
の

営
耕
地
面
費
が
五
ア
ー
ル
以
上
の

農
家
の
方
を
対
象
に
全
凶
的
な
規

模
で
実
施
さ
れ
る
統
計
調
査
で
す

ま
た
、
今
回
は
同
時
に
林
業
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
保
有
山

林
面
積
が
農
家
で
十
ア
ー
ル
以
上

非
農
家
で
は
十
ア
ー
ル
以
上
か
ら

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
を
保
有
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
調

査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
昭
相
二
十
五
年

以
来
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
我
が

国
農
林
業
の
最
も
基
本
的
な
統
計

調
査
と
し
て
、
戦
後
の
農
業
発
展

の
歴
史
と
と
も
に
生
ん
で
き
た
調

査
で
す
。正宗

し業

統震
計は
プn

り

経
済今
が巨l
高の
度セ
成ン
長サ
かス
らは
安
定我
成が
長 問

一

福

祉

基

金

ヘ

寄

付

一

一

鬼

橋

町

の

永

尾

正

子

さ

ん

一

一
鬼
橋
町
の
永
尾
正
子
さ
ん
は
こ
の
尊
い
ど
遺
志
を
十
分
に
一

一
故
永
尾
五
平
氏
の
忌
明
に
際
し
生
か
し
、
福
祉
基
金
と
し
て
福
一

一
そ
の
ご
遺
志
に
よ
る
も
の
と
し
祉
行
政
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
一

一

て

、

五

十

万

円

を

社

会

福

祉

の

く

予

定

で

す

。

-

一

た

め

に

と

寄

付

さ

れ

ま

し

た

。

一

J 

基
礎
づ
く
り

へ
移
行
す
る
な
か
で
、
我
が
国
の

農
林
業
が
ど
の
よ
う
に
変
ぼ
う
し

つ
つ
あ
る
か
を
総
合
的
に
把
持
し

今
後
の
農
林
業
行
政
に
必
要
な
基

礎
資
料
を
整
備
す
る
と
い
う
、
重

要
な
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
田
利
用
再
編
ゃ
い称
地

の
保
全
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
農
林
業
間
体
は

も
ち
ろ
ん
、
凶
や
都
道
府
県
、
市

区
町
村
も
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
処
し
て
、

そ
の
対
策
を
た
て
る
の
に
第
一
に

必
要
な
こ
と
は
、
農
林
業
の
現
状

を
は
っ
き
り
知
り
、
ど
の
地
域
で

ど
の
よ
う
な
農
林
業
が
行
わ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
、
ど
う
変
っ
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
で

す
。
一
九
八

O
年
農
林
業
セ
ジ
サ

ス
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
農
林

業
の
姿
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
と

ら
え
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
@

各
地
区
、
調
査
区
ご
と
に
調
査

片
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。な
お
、
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
み
な
さ
ん
に
不
利
益
に

な
っ
た
り
、
税
務
関
係
に
は
一
切

関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

ー
見
均
針
小
⑥
i

A
1
回
も
杭
州
市
訪
問
の
模
様
ま
し
た
。
西
湖
は
杭
州
市
の
西
の
伝
統
が
あ
り
、
椴
子
や
絹
の

を
ど
制
介
し
ま
す
。

郊
に
あ
り
、
広
さ
約
六
平
方
キ
日
傘
、
真
竹
で
で
き
た
天
竺
箸

抗
州
市
は
、
銭
塘
江
が
杭
州
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
十
五
キ
ロ
な
ど
、
魯
迅
の
故
郷
と
し
て
有

湾
に
注
ぐ
人
江
に
位
置
し
、
二
メ
ー
ト
ル
の
伝
説
と
史
跡
に
か
名
な
紹
興
の
銘
酒
「
紹
興
酒
」一ブ
オ

へ

千
年
以
ー
に
及
ぶ
燃
史
が
あ
る
乙
ま
れ
た
糊
で
す
。
唐
の
詩
聖
は
中
国
を
代
表
す
る
酒
で
、
老

テ
ユ
ウ

町
で
、
漢
の
時
代
に
は
銭
塘
、
と
い
わ
れ
る
白
楽
天
、
北
宋
の
酒
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

随
・

皆
の
時
代
に
は
杭
州
、
京
詩
人
蘇
東
波
は
西
湖
を
賞
し
た
翌
日
は
、
銭
塘
江
北
岸
の
月

の
時
代
に
は
臨
安
と
呼
ば
れ
た
詩
を
残
し
て
い
ま
す
。
湖
の
中
輪
山
上
に
あ
る
高
さ
六
十
四
メ

占
都
で
す
。
現
在
は
断
江
省
の
心
に
は
湖
心
亭
と
三
津
印
月
島

l
ト
ル
の
六
和
塔
を
見
学
、
そ

省
都
で
、
長
江
デ
ル
タ
地
帯
の
が
あ
り
ま
す
。
西
湖
の
西
の
山
の
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

政
治
・
経
済
・
交
通
の
要
衝
と
中
に
あ
る
霊
隠
寺
は
千
六
百
年
の
後
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

し
て
栄
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
の
躍
史
を
も
っ
禅
寺
で
、
僧
慧
昼
食
を
し
て
空
港
に
向
い
ま
し

中
国
き
つ
て
の
観
光
都
市
で
あ
理
が
閉
山
し
た
古
寺
で
す
。
本
た
が
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

り
、
保
養
地
に
な
っ
て
い
ま
す
堂
に
は
十
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
で
あ
っ
て

一
行
は
西
湖
を
船
で
遊
覧
し
金
色
の
大
釈
迦
牟
尼
像
が
安
置

「
人
民
の
た
め
に
奉
仕
し
よ
う
」

関
陣
置

-
E
E4
E醒
甑

E
E摂
さ
れ
、
奇
岩
が
重
な
り
と
か
ん
古
い
も
の
を
今
の
た
め

噂

圏

圏

圃

軍

費

騒
圃
塵
置
圃
尽

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
に
用
い
、
外
国
の
も
の
を
中
国

躍

盤

調

¥

¥

翠

瞬

た

。

の

た

め

に

用

い

よ

」

と

か

「

か

な

盛明
J
幽
題
際

J
f噌
¥

いい
脳
園
開
杭
州
の
産
物
は
非
常
め
を
つ
か
ん
で
国
を
治
め
る
」

調
議
問
V

岳
民
も
闘
に
多
く
有
名
な
も
の
は
な
ど
が
目
を
ひ
き
ま
し
た
。

F

・1ぺ関;i
3
a齢
賢
一
、J

園

調

中
国
の
飛
行
機
で
首
都
北
京

E
'
ILh圏
民
E
た
趣

F
y
a副
璽

絹

織

物

と

お

茶

で

、

日

開
剖
園
開
民
間
器
開
聞
頃
繭
蕗
曜
績
報
盛
明
慢

に

飛

ぶ

わ

け

で

す

が

、

丁

度

、

田
圃
圃
臨
調
陣

E
rま
闘
闘
同
議
事
凶

R
M嬬

「

味

甘

く

、

色

緑

に

し

・

・

圃
圃
・
・
哩
圃
悶
唱
一ぷ
圃
・
・

FEE--

中
国
の
建
国
三
十
周
年
記
念
日

目
副
司
凶
罰
隆
副
圃
・
園
園
調
遡
周
一

て
形
は
美
」
と
た
た
え

J

園
・
園
開
閉
極
圏
悶
園
置
闘
匡
副
J

一

の
前
日
の
北
京
入
り
で
、
誠
に

開
醐
割
配
脳
・
R
U論
理
函
闘
園
園
内

一

ら
れ
る
中
国
第
一
の
名
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
ず
。
十
一

品
歯
圃
・
圃

J
Z週
鼠
肉
習
茶
「
竜
井
茶
」
は
最
高
月
一
日
は
中
国
で
は
国
慶
節
と

J

円
一
益
田

富

田

園

額

通

掴

F
Fら

級
品
と
い
わ
れ
て
い
ま
い
っ
て
国
を
挙
げ
て
お
祝
い
を
…

i
:
s

i

l

i

-

-
i
l

i

l

i

-

-

j

i

i

i

i

i

j

1

す
。
絹
織
物
は
数
百
年
す
る
の
で
す
。

西

湖

公

園

に

て

大
村
市
親
善
訪
中
団
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注
射
と
検
診

-
循
環
器
検
診

最
近
日
本
人
の
死
因
別
統
計
第

一
位
が
脳
卒
中
で
す
。
あ
な
た
の

血
圧
は
今
い
く
ら
か
ど
存
じ
で
す

か
尿
に
蛋
白
糖
は
出
て
い
ま
せ

ん
か
。
四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
急
に

多
く
な
る
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
予
防
の
た

め
に
年
二
回
循
環
器
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
冬
は
特
に
血
圧
が
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
乙
の
検

査
を
受
け
て
健
康
管
理
に
努
め
ま

Iν

ょ・っ。
自
分
で
守
る
、
自
分
の
命
を
大

切
に
グ

循環器系検診日程

月日 | 場 所 |受付時間

2

パi恥ジター
(10:00~11:00
13:00-14:00 

:/6 ¥中地問館|
11 

11 

引|竹松出張所 [
11 

H 

|一
整形外科松永整形外科西本大村町 3-5864

Il}~ 科 楠 木眼科東本町2-2711

内 科 毛利医司ーの揮5-8517 
11 
内 科 藤井内科東本町2-3878 

内
科 |悶内ナ三城町

2-3000 

l1T外内…医院古1
丁町
目 3-1234 

4-1166 
24 
眼 科西本町2-3435 

2月の日曜・祭日当番医

※ 

償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
却
固
ま
で
に

ヘ
申
告
す
る
資
産
は
一
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
に
J

F

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
税
務
課
へ
。
」

対
象
者
四
十
歳

t
六
十
四
歳
ま

で
の
一
般
住
民

料

金

無

料

検
査
項
目
問
診
、
血
圧
測
定
、

検
尿
、
体
重
、
身
長

※
異
常
が
あ
る
人
は
、
心
電
図
検

査
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

※
長
崎
大
学
医
師
に
よ
る
内
診
、

保
健
婦
の
栄
養
及
び
食
事
指
導

も
行
い
ま
す
。

-3歳児
健
康
診
査

午前9時~午後6時

対
象
昭
和
五
十
一
年
七
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
同

年
一
月

l
六
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
一
月
二
十
四
日

午
前
九
時

t
十

時

午

後

一

時

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

診療時間

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、

妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

2月の健康相談日程

日
内 廿

.-

9:00-11:00 13:00-16:00 

4 妊 婦 相 談 一般健康相談

6 乳幼児相談 妊婦教室(第1回〉

13 

一一一一-----
妊婦教室(第2回)

20 乳幼児相談 妊婦教室(第3回〉

27ιJ一一一一 妊婦教室(第4回)

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

2月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

19304h
所…で白乳児

3:3ト附怯原出張所 闘 と乳幼児 | 930-m| 大村眼健所~~古川カ月の乳児
3:30--15:00鈴田出張所 と乳幼児

18111193::3000~~1115:0000| 11 竹松出張所 幼児

191 9:30-11:001大村保健所 |生後7カ月以上の乳児

251 9:30--11:001萱瀬出張所 |妊婦と乳幼児

募

集

• 市
職

員

職
種
清
掃
現
業
員
、
看
護
婦
、

臨
床
検
査
技
師
、
歯
科
技
工
士

幼
稚
園
教
諭

受
験
資
格

〔
清
掃
現
業
員
〕
学
校
教
育
法
に

よ
る
中
学
校
も
し
く
は
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
人
で
、
昭
和
十

五
年
四
月
二
日

l
三
十
七
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

〔
看
護
婦
〕
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
に
よ
る
厚
生
大
臣
の
免
許

証
を
有
す
る
人
(
三
月
に
行
わ

れ
る
予
定
の
国
家
試
験
に
合
格

し
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
)

で
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
女
子

パ臨
床
検
査
技
師
)
性
別
は
間
い

ま
せ
ん
が
、
臨
床
検
査
技
師
衛

生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
厚
生
大
臣
の
臨
床
検
査

技
師
免
許
証
を
有
す
る
人
(
三

月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
国
家
試

験
に
合
格
し
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む
)
で
昭
和
三
十
二
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

〔歯
科
技
工
士
〕
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
歯
科
技
工
士
の
免
許

証
を
有
じ
免
許
取
得
後
三
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人
で

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

〔
幼
稚
園
教
諭
〕
幼
稚
園
教
諭
普

通
免
許
状
を
有
す
る
人
(
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人
を
含
む
)
で
昭
和
三
十
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
女

子
採
用
条
件
い
ず
れ
も
市
内
居
住

者
ま
た
は
採
用
後
居
住
で
き
る

人
受
付
期
間
一
月
十
六
日

t
二
月

二
日
ま
で

第
一
次
試
験
二
月
三
日
(
日
)

※
詳
し
く
は
人
事
課
へ

-
防
衛
序
職
員
(
ボ
イ

ラ
l
)

応
募
資
格
。
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技

士
免
許
取
得
者
は
昭
和
二
十
五

年
同
月
一
日
以
降
生
ま
れ
た
人

。
米
資
格
者
は
昭
和
三
十
五
年
四

月
一
日
以
降
生
ま
れ
た
人

願
書
締
切
一
月
二
十
八
日

試
験
日
・
試
験
場
所
二
月
三
日

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん
地

採
用
予
定
日
四
月
一
日

願
書
請
求
先
・
問
合
せ
先
大
村

駐
と
ん
地
業
務
隊
総
務
科
(
西

乾
馬
場
町
四
一
六
、
富
②
|
二

一
=
二
内
線
五
回
)
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募

集

-

懸

賞

論

文

戦
後
三
十
有
余
年
を
経
過
、
高

度
成
長
を
と
げ
国
際
化
時
代
を
迎

え
た
日
本
人
は
、
そ
の
生
き
方
に

も
大
き
な
変
化
が
起
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。社
会
教
育
協
会
で
は
、
乙
れ
か

ら
の
社
会
教
育
の
歩
み
の
、
一
つ

の
指
標
と
す
る
た
め
論
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

論

題

新

し

い
価
値
観
と
日
本
人

の
生
き
方

応
募
方
法
・
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
二
十
枚

t
三
十
枚

(
住
所
、

氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
の
こ
と
)

りおおむ市政だより

厚交
生日通
・午 時 事
(園前 (故
毎民十一 毎 相
月年 時 月月談
第金 t二 第
四相午十四
水談 後 二 火
曜 三日 曜
日時 日
、../、../

l主主j

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

(5) 

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

-
応
募
論
文
は
未
発
表
の
も
の

-
応
募
論
文
の
版
権
は
協
会
に
帰

属
す
る

-
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
締
切
二
月
五
日

送

り

先

(

財
)
社
会
教
育
協
会

懸
賞
論
文
係

(
干
一

O
O東
京

都
千
代
田
区
震
が
関
三
l
二
i

三

国
立
教
育
会
館
内
)

賞

〔最
優
秀
〕
二
十
万
円
(
一

人
)

〔優
秀
〕
十
万
円
(
二
人
)

〔佳
作
〕
五
万
円
(
若
干
名
)

発
表

三
月
十
日
付
本
人
宛
通
知

及
び
機
関
紙

「
国
民
」
で
発
表

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課

へ

-
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊

員ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
村
第
三
国

で
は
、
新
た
に
隊
を
結
成
す
る
た

日

時

一

月

二
十
三
日

一

午
前
十
時

t
午
後
三

時

一

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

(毎
月
第
一
木
曜
日
)
一

日

時

二

月

七

日

午

前

九
一

時
三
十
分

t
午
後
三

時

-

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

め
新
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
や

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

野
外
活
動
を
通
じ
て

ス
カ
ウ
ト
活

動
を
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
早
自
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
な

お
、
定
数
に
達
す
る
と
締
切
り
ま

す。人

員

二

十
人

資
格

小
学
校
五
年
、
六
年
生
で

元
気
な
少
年

申
込
先

ハ
ガ
キ
に
住
所、

氏
名

学
校
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保

護
者
名
を
書
い
て
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
大
村
第
三
団

(
久
原
郷

一

!

て

中

央
公
民
館
内
)
へ

-
県
立
ろ
う
学
校
幼
児

.
生
徒

募
集
学
部

。
幼
稚
部

(
三

・
四
・
五
議
児
)

。
高
等
部
「理
容
、
産
業
工
芸
、戸

。
専
攻
科
玉
…業
、
被
服

」

願
書
締
切

二
月
二
十
九
日
ま
で

※
詳
し
く
は
県
立
ろ
う
学
校

(
植

松
三
丁
目

一
六

O
|
二
.
曾
⑤

ーー
二
四
四
四
)
へ

-
県
立
佐
世
保
ろ
う
学

校
幼
児

募
集
学
部

。
幼
稚
部
会
一

・
四
・

五
蔵
児
)

願
書
締
切
二
月
二
十
九
日

※
詳
し
く
は
県
立
佐
世
保
ろ
・つ
学

校

(佐
世
保
市
小
舟
町
六

O
、

一審
佐
世
保
付
e

つ
八
八

一
)

へ

-
県
立
盲
学
校
幼
児

・
生
徒

募
集
学
部

ο
幼
稚
部

(
五
歳
児
)

。
高
等
部
抗
日通
科

・
保
健
理
寮
科

。
専
攻
科

(
盟
療
科
)

願
書
締
切

。
幼
稚

部

三

片
三
十

一
日

。
高
等
部

二
月
二
十
二
日

。
専
攻
利

二
月
十
六
日

※
詳
し
く
は
県
立
盲
学
校
(
西
彼

杵
郡
時
津
町
西
時
津
郷
字
浜
道

八
七
三
、
窓
時
冷
②

|
0
0
二

O
)
へ

-
県
立
諌
早
養
護
学
校

生
徒

募
集
学
部

高
等
部
普
通
科

願
書
締
切

二
月
二
十
九
日

※
正
し
く
は
県
立
諌
早
養
護
学
校

(
諌
早
市
真
崎
町

一
六
七

O

i

一、

曾
誠
早
⑤
i
f

一
七
九
ヘ
)

へ
-
県
立
大
村
養
護
学
校

川
棚
分
校
生
徒

募
集
学
部

高
等
部
普
通
科

願

書

締

切

二
月
二
十
九
日

※
ぷ
し
く
は
県
立
大
村
益
護
学
校

川
棚
分
校

(東
彼
杵
郡
川
棚
町

下
組
二

O
O
i
--
て

国
立
療

養
所
川
棚
病
院
内
、
曾
川
棚
②

i;
一二
六
三

O
)
へ

ス

ポ

ツ

園
第

3
回
市
民
駅
伝
大
会

一
一
月
十
日

(
日
)

午
前
十
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス

人
国
者
収
容
所
周
辺

種
目

一〉
一
般

A

(
一
般
職
場
)

五
区
間

マ

一
般
B
(
三
部
隊

・
山同
校
生
)
五

区

間

マ

中
学

生
日
三
キ

一ロ
マ
ラ
ソ

ン

ヤ
小

学
生

(
含
全
女
子
)
二
キ
ロ

マ

-フ
ソ
ン

参
加
料

一〉
駅
伝
チ
l
ム

(
一
チ

ー
ム
)
千
円

マ
小

・
中
学
生

(
一
人
)
五
ト
円

※
参
加
料
は
当
日
受
付
け
ま
す
。

申
込
締
切

二
月
七
日

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

・間
申
込
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り
ま

す
の
で
直
接
申
込
ん
で
下
さ
い

商
品
で
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

主
催

大
村
市
陸
上
競
技
協
会

日
時

-
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
教
室

今
回
、
み
な
さ
ん
の
要
望
と
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
の
咋
及
を
図
る

た
め
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
教
主
を
開
校

す
る
乙
と
に
な
り
L

手
品
し
た
。

多
数

ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

件
週
土
曜

(
午
後
四
時

l

六
時
)

毎
週
日
曜

(午
前
十

時

t
正
午
)

場
所

向
初
高
校
体
育
的

対
象

小
学
校
高
学
年
生
、
中
学

生
ι

見

・
女

講
師

長
崎
県
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
協

会
理
事
長
の
東
山
克
明
さ
ん
、

同
理
事
の
吉
村
達
雄
さ
ん

申
込
先

教
育
委
員
会
体
育
課

必
参
加
希
望
者
は
体
育
館
用
シ
ユ

ー
ズ
と
運
動
の
で
き
る
服
を
ご

用
ぶ
下
さ
い
。

園
全
国
実
業
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
リ
ー
グ

戦三洋
電
機
H

倉
紡
倉
敷

日

時

二

月
九
日

(
土
)
午
後

一

時
三
十
分
試
合
開
始

場
所

市
民
体
育
館

入
場
前
売
券

〔
小
中
学
生
〕
三

百
円

戸高
校
生
〕
削
百
円

一、
一
般〕

七
百
円

必
入
場
券
の
販
売
は
各
ス
ポ
ー
ツ

庖
で
行

っ
て
い
ま
す。

主

催

日

本
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会

後
援

県
教
育
委
員
会
ほ
か

※
山中
町
し
く
は
市
教
育
委
員
会
体
育

課
へ



ρ

。
りむおお市政だより

Iス

ポ

ツ

申
込
締
切

二
月
六
日

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

後
握

市
教
育
委
員
会

-
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

-
1
9
人
制
1

一
一
月
十
七
日
(
臼
)

午
前
九
時
か
ら

場

所

市

民
体
育
館

申
込
先

市
バ

レ
ー
ボ
ー

ル
協
会

日
時

申
込
締
切
二
月
十
二
日

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

-
中
地
区
少
年
サ
ッ
カ

ー
予
選
成
績

十
二
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日

の
両
日
、
市
営
陸
上
競
技
場
で
サ

ッ
カ
ー
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

①
中
央
小
@
西
小
③
玖
島
ク
ラ
ブ

も

よ

お

し

主

催

大

村

・
諌
早
市
以
劇
場

・川
河
し
く
は
大
村

・
山線早
市
民
刺

場
事
務
局
(
雷
③
l
三
七
二
九
)

ま
た
は
社
会
教
育
課
へ

プ
ロ
ゲ
ラ
ム

-
日
本
の
う
た

園
中
学
生
新
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

1
1
6
人
制
・

9
人
制
|
|

一一
月
十
日
(
日
)

午
前
九
時
か
加つ

場
所

市
民
体
育
館

申
込
先

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時

-

市

民

劇

場

-
大
村
混
声
合
唱
団

劇
団
文
化
座

一サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
」

第

6
回
発
表
会

-
フ
ォ

ー
レ
・
レ
ク
イ
エ
ム
よ
り

-
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ

-
混
声
合
唱
組
山

「海
の
詩
'一

主
催
一

大
村
混
声
合
唱
団

日
時

一
月
三
十
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
結

場
所

後

援

市
教
育
委
員
会

日
時

一一
月
二
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館
ホ
l
ル

ーか
詳
し
く
は
田
川
恒
之
さ
ん

(
曾

②
ー
四

C
0
0
)
ま
た
は
社
会

教
育
課

へ

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

千
七
百
十
一

円
と
文
庫

本

ほ

か

か

ん

二
十
キ
ロ

マ
小
路
リ
を

の
国
向
陽
寮
園
町
十
五
人

L
一

四
十
九
冊
を
大
村
子
供
の
家

へ

人

会

(代
表
田
中
順
蔵
)
あ
め

ゅ

う
ぎ
と
み
か
ん
十
六
キ
ロ

一

花
の
苗
二
箱
を
慈
恵
荘

ヘ

マ

一〉
日
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所

七
民

マ
出
口
定
(小
路
口
町
)

マ
琴
の
海
会

(代
表
井
川
末
太

一

一

一
香

典

返

し

一
敬
称
略

一

一

般

寄

付

敬

称

略

小

僧
寿
し

(
本
町
一

T
H
)

に

日

タ
バ

コ
三
百
四
十
箱
を
苦

み
か
ん
二
十
キ
ロ
焼
い
も
二

郎
)
餅
十
七
キ

ロ、

清
酒
二
本

一

荘
ヘ

マ
陸
上
自
衛
隊
大
村
咲

-

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

事

業

費

へ

ぎ
り
寿
し
七
十
八
人
分
を
ま
心

と
ん
部
隊
ド
ト
管
ケ』
慈
恵
荘

(
二

・
八
キ
ロ

、
日
用
品
二
十

点

マ

大
村
市
農
協
、
大
村
貯
と
ん

一

ll

荘
ヘ

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販

一〉
大
村
園
芸
高
校
生
活
科
三
年

部

隊
t
餅
十
六
キ

ロ

マ
日
本

ん

一

マ
岸
川
二
ニ
(
松
並

一
丁
目

乾

マ

田
中
久
美
子

(東
彼
杵
町
川

百

五
十
個
)
清
和
国

(
百
二
十

一

馬
場
住
宅

・
亡
母
ツ

ル
ゴ
一
一
万

棚
町
)
七
千
二
百
円

マ
石

丸

売

株

式

会

社

(佐
世
保
市
)
洗

個

)
子
供
の
家
(
一一
百
四
十
個
)

目
十
五
人
(
代
表
川
本
康
代
)
専
売
公
社
大
村
営
業
所
U

ハ
ィ

一

剤
十
箱
、
石
け
ん
三
十
六
個
、

パ
ー

ル
ハ
イ
ム
ヘ
百
五
十
個
)

笠
ふ
き
奉
仕
と
雑
巾
八
十
枚
、

ラ
イ
ト
二
千
五
百
本

マ

立

福

一

一

円

マ
長
谷
俊
雄

(古
賀
島
町

キ
ク

(池
田
第
二
住
宅
)
金

一

み
か
ん
二
十
キ

ロ
、
演
劇
部
十

出

J

ム

歯
ミ
ガ
キ
粉
四
十
本
を
必

恵

荘

向

陽

寮

(二
百
四
十
個
)
へ

、
青
葉
会
(
代
表
大
又
幸

一
)

一

一

・

亡
姉
ア
サ
エ
)
三
万
円

マ

封

マ

海
上
喜
久
降

(札

並

二

人

(代
表
計

mく
る
み
)
劇
忠

今

一

マ
高
木
武
雄

(坂
口
町
)
置

物

ち

り
紙
な
と
四
十
五
袋

マ
中

一

松
本
静
夫

(
久
原
郷

・
亡
妻
ミ

丁

目

)
金

一
封

マ

ホ

ワ

イ

ト

ヘ

マ
大
村
高
等
学
校
家
丸
ク

一
個
を
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

川

V
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
出
空
手
道
小
林
流
大
村
主

対

一

一
エ
)
金
一

封

マ

楠

本

一

幸

パ

レ

ス

(
玖
島
郷

・
代
表
者
松

ラ
ブ
(
代
表
者
鶴
谷
弘
子
)
誌

ヘ

マ
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ま

古

楽

隊

H

音
楽
培
危
九

マ
佐
世

一

(

平
小
川
郷

・
亡
父
広
市
)
十

本
久
行
)

一
万
六
千
円

一ν
高

し
パ
ン
八
十
個
を
慈
恵
荘

へ

も
と

(
東
三
域
町

・
代
表
者
山
保
花
王
製
品
販
売
株
式
会
社
H

(代
表
古
本

B
Rと
件

一

扮
石
け
ん
ほ
か

マ
松

原

青

年

十

キ

ロ

一

一

万

円

木
武
雄

(坂
口
町
)
二
万
円

マ
田
添
松
義

(式
部
郷
)
も

ち

木

正
利
)

一
万
五
千
円
を
大
J

一
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
井
上
文
具

(植
松
町

・
代
表
米
三
十
キ
ロ
を
慈
恵
荘
へ

一V

子
供
の
家

へ

十

日

間

日

日

日

は

市

立

病

院

へ

一

一

マ
朝
長
可
能

(
一
の
郷

・
て
父

者

井
上
美
砂
子
)
一
万
円

為
水
葬
儀
造
花
庖

(片
町

)

大

清

和
園
へ

ぉ
ゅ
う
ぎ
と
菓
子
四
十
五

突

マ

下

久
原
老
人
会
む
つ
み
会

一

一

正
男
)
五
万
円
を
大
村
市
身
体

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

前
机

一
個
を
必
恵
荘
へ

7
v
ん

マ
藤
間
勘
己
満
社
中
(十
六
人
)

マ
mm
夫
幼
稚
園
父
母
の
会
H

み

(代
表
者
渡
海
涼
)
裕
次
、

タ

一

-

一

障

害

者

団

体

連

合

会

へ

マ

大
村
商
工
会
議
所
青
年
部
H

州
電
力
大
村
発
電
所
分
会

よ

舞

踊

慰

問

と
史
子
十
四
史
、
み
か
ん
三
ト
五
キ

ロ
マ
光
と
対

オ

ル
ほ
か

一
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